
令和５年産酒造好適米 参考情報    

兵庫県農業活性化協議会作成 

１ 全国の酒造好適米の需給見通し（酒造好適米等の需要量調査結果（令和5年9月）より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 産地別の需要量調査結果（酒造好適米等の需要量調査結果（令和 5 年 9 月）より） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

●令和５年産の兵庫県産酒造好適米の需要量（見込）は、前年と同程度となっている。 

●兵庫県産山田錦の需要量についても、前年と同程度と見込まれている。 

● 令和４年産については、全体需要量と生産量を比較すると、６～７千㌧程度供給過剰となってい
ると推計され、令和５年産全体需要量については、令和４年産の全体需要量から＋３千㌧程度
増加となっている。 

● 令和６年産については、全体需要量が８２～８４千㌧程度と見込まれる中、各産地においては、
自らの在庫状況、令和５年産の生産及び需要動向等を踏まえ、需要に追う下生産に取り組むこ
とが重要。 

需要量調査結果(産地別) 

山田錦の需要量 



【その他参考情報】 

〇 令和４年産酒造好適米の生産状況（日本酒をめぐる状況（令和5年10月）より）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 日本酒の出荷状況（米に関するマンスリーレポート（令和5年10月）より）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日本酒の国内出荷量については、近年、減少傾向で推移しているが、平成 30 年以降は減少幅が

大きくなり、これまで堅調に推移していた特定名称酒についても減少に転じた。 

●令和４年は、日本酒全体としては、前年と同水準で推移しており、一般酒が対前年比▲３％と減少す

る中、特定名称酒は対前年比＋５％と増加した。また、 

●輸出については、海外での日本食ブーム等を背景に増加傾向で推移しており、令和２年は新型コロ

ナウイルス感染症の世界的なまん延等の影響により減少したものの、令和３年には大幅に回復し

た。 

●令和４年産酒造好適米の生産量は、約８．０万トンとなっており、このうち、兵庫、新潟、岡山、秋

田、長野の５県で約６割を占めている。 

●酒造好適米の中でも、特に「山田錦」は全国の酒造メーカーからのニーズが多く、兵庫県は全生

産量の約 60％を占めている。 

◇ 兵庫県農業活性化協議会では、令和６年産酒造好適米の作付判断の参考としていただけるよう、

国の需要量調査の結果等を基に、参考情報を提供しております。 

なお、酒造好適米の生産については、酒造メーカーとの全量契約栽培が基本となりますので、地

域の関係者や生産者の皆様には、これらの情勢を注視しながら、最寄りのＪＡや集荷業者等に早め

に需要の動向を御確認いただき、売り先・行き先を確保したうえで取り組んでいただきますようお願

いいたします。 


